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中
国
武
漢
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広

が
っ
た
。
人
の
移
動
制
限
は
、
生
活
や

経
済
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
甚
大
な
影
響

を
与
え
た
。
首
都
圏
に
は
２
回
目
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
暮
ら
し
や

地
域
を
支
え
る
様
々
な
施
策
も
講
じ
ら

れ
た
が
、
今
年
は
い
よ
い
よ
ワ
ク
チ
ン

配
布
が
始
ま
る
。
終
息
す
る
か
。
今
後

の
展
開
は
ど
う
な
る
の
か
。 
 ■

ワ
ク
チ
ン
配
布
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。 

昨
年
末
、
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ

た
。
海
外
が
先
行
し
て
い
る
が
、
早
け

れ
ば
春
頃
に
は
接
種
が
開
始
さ
れ
る
。

そ
の
際
は
皆
様
の
お
手
元
に
市
町
村
か

ら
個
別
の
通
知
が
届
く
。
接
種
は
最
寄

り
の
対
応
医
療
機
関
。
無
料
だ
。
概
ね

２
回
の
接
種
が
必
要
と
な
る
。
当
然
強

制
で
は
な
く
同
意
が
前
提
だ
。
他
の
ワ

ク
チ
ン
同
様
、
稀
に
蕁
麻
疹
や
腹
痛
な

ど
副
反
応
が
で
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ

の
際
の
対
処
も
他
ワ
ク
チ
ン
と
変
わ
ら

な
い
。
ま
た
仮
に
健
康
被
害
を
受
け
た

場
合
で
も
救
済
制
度
が
あ
る
（
窓
口
は

市
町
村
）。
一
方
で
、
全
国
へ
の
ワ
ク
チ

ン
供
給
は
相
当
複
雑
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
な
る
。
政
府
の
制
度
設
計
を
徹
底

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。 

■
国
産
ワ
ク
チ
ン
は
？ 

国
は
ワ
ク
チ
ン
承
認
を
通
常
よ
り
早

め
る
仕
組
み
や
、
メ
ー
カ
ー
の
損
害
賠

償
も
国
が
肩
代
わ
り
す
る
制
度
を
設
け

た
。
既
に
臨
床
試
験
に
入
っ
た
国
内
メ

ー
カ
ー
も
あ
る
。
今
年
は
意
欲
を
見
せ

る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
企
業
が
臨
床
試
験

に
入
る
予
定
だ
。
海
外
メ
ー
カ
ー
の
も

含
め
て
大
い
に
期
待
し
た
い
。 

■
緊
急
事
態
宣
言
は
？ 

ワ
ク
チ
ン
配
布
が
始
ま
っ
て
も
全
国

民
に
供
給
さ
れ
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。

年
始
に
地
域
限
定
で
再
び
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
た
が
、
今
後
も
状
況
に

応
じ
て
動
的
に
発
出
す
る
こ
と
に
躊
躇

す
べ
き
で
は
な
い
。
問
題
は
宣
言
発
出

の
要
件
や
影
響
が
緻
密
に
設
計
・
分
析

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
一
方
で
、
営

業
時
短
要
請
や
外
出
自
粛
要
請
な
ど
、

行
動
変
容
を
促
す
直
接
的
な
権
限
は
都

道
府
県
知
事
に
あ
る
。
問
題
は
、
感
染

症
対
策
上
の
権
限
を
有
す
る
知
事
に
財

政
権
限
が
少
な
い
事
だ
。
国
と
県
が
密

接
に
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。 

■
国
の
危
機
管
理
体
制
は
大
丈
夫
か
？ 

国
も
県
も
医
療
機
関
も
、
す
べ
て
が

要
請
や
協
力
と
い
う
緩
い
関
係
に
あ
り
、

権
限
が
弱
い
こ
と
は
根
本
的
構
造
問
題

だ
。
昨
夏
、
既
存
の
権
限
構
造
の
ま
ま

で
最
大
の
効
果
と
な
る
施
策
を
党
コ
ロ

ナ
対
策
本
部
Ｐ
Ｔ
事
務
局
長
と
し
て
実

現
、
現
在
全
国
で
実
施
中
だ
が
、
本
質

的
な
権
限
構
造
の
改
革
は
、
同
本
部
ガ

バ
ナ
ン
ス
小
委
員
会
（
武
見
敬
三
委
員

長
）
で
昨
年
末
に
提
言
し
た
。
大
胆
な

改
革
案
だ
。
着
手
は
少
し
先
と
な
る
が
、

今
後
の
対
策
に
は
欠
か
せ
な
い
。 

 

■
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
関
わ
る
重
要
問
題 

 

感
染
症
や
集
中
豪
雨
な
ど
地
球
規
模

課
題
が
多
発
、
そ
の
種
類
も
複
雑
多
様

化
し
、
政
治
だ
け
で
も
、
科
学
だ
け
で

も
、
解
決
困
難
だ
。
両
者
の
連
携
が
不

可
欠
だ
と
学
者
側
も
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
学
術
会
議
は
、
日
本
を
代
表
す
る

学
者
の
会
議
体
で
、
政
府
か
ら
独
立
し

た
意
見
を
提
言
す
る
こ
と
で
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
が
役
割
の
一
つ
だ
。
私
も

昔
は
学
者
の
端
く
れ
で
あ
っ
た
の
で
そ

の
権
威
は
知
っ
て
い
る
。 

■
何
が
問
題
な
の
か
？ 

政
権
批
判
は
い
く
ら
や
っ
て
も
い
い
。

政
府
と
課
題
や
前
提
が
共
有
さ
れ
て
い

な
い
事
が
問
題
だ
。
例
え
ば
予
算
や
実

行
可
能
性
を
無
視
し
た
提
言
は
机
上
の

空
論
に
過
ぎ
な
い
。
海
外
の
学
術
界
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
で
専
門
家
ら
し
い
提
言
を

続
け
、
政
府
に
厳
し
く
迫
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
課
題
や
前
提
が
共
有
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
比
べ
、
日
本
学

術
会
議
の
コ
ロ
ナ
提
言
は
極
め
て
弱
い
。

理
由
は
簡
単
だ
。
世
界
で
も
珍
し
い
政

府
の
機
関
で
あ
る
た
め
、
独
立
を
強
調

す
る
が
あ
ま
り
、
政
治
と
の
接
点
す
ら

避
け
唯
我
独
尊
の
部
分
が
あ
る
。
独
立

は
重
要
だ
が
、
そ
れ
は
意
見
の
独
立
だ
。

課
題
や
前
提
の
独
立
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
政
府
や
経
団
連
な
ど
か
ら
何
度
も

改
革
提
言
が
出
さ
れ
て
き
た
が
改
革
を

怠
っ
て
き
た
。
任
命
問
題
は
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
て
い
る
。 

■
日
本
学
術
会
議
は
独
立
す
べ
き 

昨
夏
よ
り
党
小
委
員
会
事
務
局
長
と

し
て
こ
の
議
論
を
進
め
て
い
た
。
任
命

問
題
で
議
論
が
加
速
、
部
会
Ｐ
Ｔ
事
務

局
も
兼
務
し
、
昨
年
末
に
独
立
機
関
と

善通寺の農家さんと現場で意見交換。「現場は気付きと閃きの宝庫、政策作りに活かしたい」。 
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コロナ対策を加藤勝信官房長官に提言 



F o r u m K － 自民党香川３区支部長 衆議院議員 大野敬太郎 

新しい社会保障を官房長官に提言 

鳥インフル現場で県から説明を受ける 菅義偉総理に経済安保戦略の申し入れ 

県副知事と鳥インフル対策を野上農林大臣に要望 

持続化給付金の NPO等対象化を実現 

国際金融ハブ化を麻生財務大臣に提言 

野上大臣に水田対策要望 

猪ノ鼻道路開通式典 財田町の農家さんと意見交換 

大野原豊浜の若手と意見交換 大学研究力強化の議論  宇宙資源法立法案の議論 

社会課題解決型企業大手 LITALICOの長谷川社長と 経済政策の議論 

す
べ
き
こ
と
な
ど
を
骨
子
と
す
る
提
言

執
筆
に
参
画
し
た
。
一
年
程
度
か
け
て

改
革
が
進
む
は
ず
だ
。 

 

膨
ら
み
続
け
る
社
会
保
障
費
を
前
に
、

制
度
上
の
持
続
可
能
性
に
疑
問
を
持
た

れ
る
方
も
少
な
く
な
い
。
細
部
を
除
け

ば
年
金
は
累
次
の
改
革
で
持
続
可
能
と

な
っ
た
。
課
題
は
医
療
と
介
護
だ
。
こ

れ
ま
で
は
給
付
を
減
ら
す
か
負
担
を
増

や
す
か
の
ど
ち
ら
か
し
か
な
か
っ
た
。 

■
高
齢
者
窓
口
負
担
問
題
の
本
質 

昨
年
末
、
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担

に
関
す
る
政
治
合
意
が
あ
っ
た
。
従
来

１
割
負
担
で
あ
っ
た
も
の
を
所
得
２
０

０
万
円
（
単
身
）
を
境
目
に
２
割
に
す

る
事
を
骨
子
と
し
た
も
の
だ
。
緩
和
措

置
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
た
だ
こ
れ
は
財

政
ひ
っ
迫
を
理
由
と
し
た
も
の
で
は
な

い
。
子
育
て
世
代
の
負
担
減
の
た
め
だ
。

党
内
で
は
世
論
の
動
向
に
注
目
が
集
ま

っ
た
が
、
賛
否
拮
抗
で
あ
っ
た
。 

６
０
歳
以
上
の
金
融
資
産
は
全
体
の

６
５
％
、
負
債
を
合
わ
せ
れ
ば
９
割
を

超
え
る
。
負
担
に
苦
し
む
子
育
て
世
代

の
窮
状
を
物
語
る
数
字
だ
。
高
齢
者
を

支
え
て
い
る
の
は
子
育
て
世
代
だ
。
た

だ
し
、
給
付
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も

多
い
。
そ
の
負
担
は
増
や
せ
な
い
。
先

の
政
治
合
意
は
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
。 

■
予
防
医
療
を
進
化
さ
せ
よ 

 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
最
善
策

だ
。
し
か
し
一
般
的
に
健
康
を
気
に
す

る
の
は
不
健
康
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
予

防
医
療
は
十
年
以
上
も
前
か
ら
や
っ
て

い
る
が
、
啓
蒙
活
動
の
範
疇
を
超
え
ず
、

効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
健
康
な
人

で
も
健
康
維
持
の
努
力
が
直
接
報
わ
れ

る
仕
組
み
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
な
ど
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
だ
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
Ａ
Ｉ
を
使
い
健
康
維
持
に
努
め
る
人

に
ポ
イ
ン
ト
等
を
給
付
す
る
事
業
者
も

登
場
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
自
治
体
も
増
え
て
き
た
。
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
だ
。 

地
方
で
暮
ら
す
ご
年
配
層
に
と
っ
て

は
、
医
療
や
介
護
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
普
段
の
移
動
手
段
の
確
保
も
喫
緊
の

課
題
だ
。
公
営
バ
ス
な
ど
も
財
源
問
題

か
ら
廃
止
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
財
源

問
題
を
乗
り
越
え
運
営
モ
デ
ル
を
進
化

さ
せ
る
に
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
活

用
と
官
民
連
携
し
か
な
い
。
幸
い
そ
の

視
点
で
社
会
的
課
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
民
間
企
業
も
増
え
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
自
治
体
に
推
進
を
訴
え

て
き
た
。
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

協
力
関
係
が
確
立
で
き
れ
ば
全
力
で
支

援
し
、
共
に
令
和
の
時
代
に
合
致
し
た

新
し
い
地
方
を
創
っ
て
い
き
た
い
。 

 

米
バ
イ
デ
ン
新
政
権
が
発
足
し
た
が
、

米
中
対
立
は
構
造
的
問
題
で
あ
り
、
か

つ
各
国
の
環
境
対
策
の
本
格
化
で
資
金

循
環
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
各
国
が
戦
略

的
自
律
性
と
戦
略
的
不
可
欠
性
を
向
上

さ
せ
る
中
で
、
日
本
も
経
済
安
全
保
障

を
格
段
に
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
が
昨
年
最
も
力
を
注
い
だ
分
野

の
一
つ
だ
。
党
新
国
際
秩
序
創
造
戦
略

本
部
の
事
務
局
と
し
て
技
術
流
出
防
止

策
を
中
心
と
し
た
経
済
安
全
保
障
戦
略

の
策
定
、
関
連
法
制
の
一
括
整
備
を
政

府
に
求
め
た
。 

 

鳥
イ
ン
フ
ル
で
関
連
産
業
が
打
撃
と

な
っ
て
い
る
。
県
に
も
呼
び
か
け
野
上

農
林
大
臣
に
感
染
拡
大
防
止
と
産
業
支

援
な
ど
の
緊
急
対
策
を
強
く
要
請
し
た
。

現
場
で
対
処
に
当
た
っ
た
自
治
体
職
員

や
自
衛
隊
員
、
更
に
は
建
設
業
界
や
産

廃
業
界
の
皆
様
に
最
大
の
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。
対
処
上
の
課
題
も
見
え
た
。

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

■
そ
の
他 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
未
来
を
見
据

え
る
活
動
は
必
須
だ
。
日
本
の
豊
か
さ

の
源
泉
、
大
学
研
究
開
発
力
再
生
の
た

め
フ
ァ
ン
ド
創
設
を
同
僚
と
共
に
実
現

し
た
。
他
に
も
国
際
金
融
ハ
ブ
化
、
厳

し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
に
対
処
す

る
た
め
の
施
策
、
社
会
課
題
解
決
を
目

指
す
事
業
者
支
援
策
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生

産
調
整
が
か
か
る
コ
メ
農
家
の
支
援
策

な
ど
、
未
来
の
た
め
の
活
動
は
続
く
。

今
後
は
水
産
政
策
に
も
本
格
参
入
す
る

予
定
だ
。
そ
れ
も
す
べ
て
地
元
の
皆
さ

ま
の
ご
厚
情
が
活
力
の
源
泉
だ
。
地
元

の
奉
公
は
決
し
て
忘
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時事問題や政治動向を大野独自の視点でい

ち早く不定期で皆様にメールニュースとしてお

届けしております。入退会は自由（もちろん無

料）。ご関心のある方は是非お試し下さい。 

西讃地域は太宝会、中讃地域は大志会として、

地域や日本のあるべき姿をご来場いただいた皆

様と共に議論する会です。奮ってご入会ご参加

ください。 

ポスター掲示や新聞配布等につき、地域でお

世話頂ける方を募集中です。また会費制の

ForumK 正規会員を随時募集中です（入会申込

書有り）。詳しくは WEBか事務所まで。 

菅義偉総理への日本学術会議改革提言とその後の首相官邸での記者取材受け 

コロナ対策まとめサイト https://keitaro-ohno.com/corona 


